
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
前
使
用
者
が
退
城

後
の
被
用
者
に
よ
る
営
業
秘
密
の
使
用
ま
た
は

開
示
か
ら
営
業
秘
密
を
保
甑
す
る
た
め
の
法
的

手
段
と
し
て
、
①
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
営
業
秘

密
の
不
正
使
用
に
関
す
る
法
、
②
秘
密
保
持
特

約
③
競
業
避
止
特
約
、
に
訴
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
使
用
者
の
立
証

責
任
や
そ
の
運
用
の
容
易
さ
と
い
う
点
か
ら
み

て
も
、
前
被
用
者
が
競
業
的
耽
業
に
就
く
こ
と

そ
れ
自
体
を
禁
止
し
う
る
競
業
避
止
特
約
が
営

業
秘
密
を
保
随
す
る
た
め
の
法
的
手
段
と
し
て

（
注
）

最
も
有
効
か
つ
適
切
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
バ
ク
ス
タ
ー
事
件
判
決
は
、

上
訴
人
〈
原
告
）
バ
ク
ス
タ
ー
社
Ⅱ
マ
イ
ク
ロ

ス
キ
ャ
ン
社
の
営
業
秘
密
保
誠
の
た
め
被
上
訴

人
（
被
告
）
で
あ
る
前
被
用
者
モ
リ
ス
に
対
し

て
営
業
秘
密
の
使
用
ま
た
は
開
示
を
禁
止
す
る

一
年
間
の
差
止
命
令
を
連
邦
地
方
裁
判
所
が
発

．
；
１
．
‐
・
・
－
１
‐
１
－
‐
‐
‐
１
１
１
：
‐
…
‐
‐
Ｉ
‐
－
・
‐
・
‐
１
，
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
・
Ｉ
‐
Ｉ
・
‐
ｉ
‐
。
‐
・
・
‐
‐
Ｊ

一
外
国
労
働
判
例
研
究
⑬
ア
メ
リ
カ

営
業

秘
密

の
保

護
と
競

業
避

止
特

約
の

合
理

性

石
橋
洋
　
.学
園
大
学
・
外
国
労
働
判
例
研
究
会

（
墨
薗
第
川
蓮
邦
幽
凹
控
賑
慰
劉
町
一
・
丸
茄
二
年
一
○
月
九
［
回
決
（
ｍ
ｍ
ｘ
筋
。
。
庁
の
『
．
、
盆
ョ
、
｜
』
。
□
・
く
．
．
こ
り
『
「
一
⑩
）
一

畑
鵠
挫
脆
囮
刈
□
ｎ
ｍ
□
］
ゴ
ロ
⑪
‐

は
じ
め
に

給
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ク
ス
タ
ー
社
の
営
業

秘
密
の
適
切
な
保
弧
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

主
た
る
理
由
と
し
て
、
醜
業
避
止
特
約
の
合
理

性
を
否
定
し
た
最
初
の
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所

判
決
で
あ
る
Ｃ
し
か
し
、
事
実
春
裁
判
所
に
お

い
て
競
業
避
止
特
約
に
よ
る
よ
り
も
制
限
的
で

な
い
営
業
秘
密
保
遡
の
た
め
の
差
止
命
令
が
発

給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、

上
訴
裁
判
所
が
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
を
否

定
す
る
こ
と
が
イ
リ
ノ
イ
州
法
上
妥
当
な
も
の

で
あ
る
の
か
否
か
は
論
議
の
余
地
の
残
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
こ
の
論
点
に
関

迎
し
て
バ
ク
ス
タ
ー
事
件
判
決
を
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

川
事
実
の
概
要

一
九
八
八
年
、
生
化
学
博
士
モ
リ
ス
は
バ
ク

ス
タ
ー
・
ダ
イ
ア
グ
ノ
ー
チ
ク
ス
社
の
キ
ャ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
支
社
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン

２
｜
事
実
の
概
要
と
判
旨

。
ｈ
・
け
Ｐ
ｒ
ｐ
１
０
ｐ
■
Ｉ
ｂ
Ｃ
■
Ｐ
ｆ
－
－
ｒ
，

－‘

社
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
次
の
競
業
避
止
特

約
に
も
合
意
し
た
。
「
私
〔
モ
リ
ス
〕
は
、
〔
マ

イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社
〕
と
の
雇
用
契
約
の
終
了

後
の
一
年
間
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
マ
イ
ク
ロ

ス
キ
ャ
ン
杜
と
競
業
会
社
が
現
実
の
競
争
関
係

に
あ
る
地
域
内
に
お
い
て
競
争
関
係
に
あ
る
商

品
を
生
産
す
る
い
か
な
る
競
業
会
社
に
も
勤
務

す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
。
こ
の
特
約
に
は
、
そ

の
解
釈
・
適
用
の
統
一
の
た
め
に
「
イ
リ
ノ
イ

州
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
も
定
め
ら
れ
て
い
た
。

在
収
中
の
モ
リ
ス
は
ベ
バ
ク
テ
リ
ア
の
調
在
・

研
究
に
関
連
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

与
し
、
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
杜
の
機
密
情
報
を

知
り
う
る
立
場
（
四
月
研
⑩
）
に
あ
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
モ
リ
ス
は
、
’
九
九
二
年
一
月

に
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社
を
退
職
し
た
後
、
バ

イ
オ
関
連
分
野
に
お
い
て
．
ハ
ク
ス
タ
ー
社
と
並

ぶ
主
要
二
社
中
の
一
つ
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク

社
に
入
社
し
、
生
化
学
の
調
査
・
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
企
画
・
立
案
に
従
事
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
バ
ク
ス
タ
ー
社
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
東

部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
（
以
下
「
地
裁
」
と

い
う
。
）
に
、
①
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
の
禁

止
、
②
一
年
間
の
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
で
の
就
労

を
禁
止
す
る
競
業
避
止
特
約
の
強
行
、
を
訴
求

し
た
。
他
方
、
モ
リ
ス
も
本
件
競
業
避
止
特
約

に
イ
リ
ノ
イ
州
法
で
は
な
く
キ
ャ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
法
が
適
用
さ
れ
る
旨
の
首
一
一
一
一
一
□
判
決
を
求
め

た
。
こ
れ
ら
の
訴
に
つ
き
、
地
裁
は
、
①
に
っ

い
て
は
コ
モ
ン
・
ロ
－
に
も
と
づ
い
て
マ
イ
ク

ロ
ス
キ
ャ
ン
社
で
取
得
し
た
一
定
の
営
業
秘
密

の
使
用
ま
た
は
開
示
を
一
年
間
禁
止
し
た
が
、

②
に
つ
い
て
は
本
件
競
業
避
止
特
約
は
キ
ャ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
上
無
効
で
あ
る
と
し
て
棄
却

し
た
。
ま
た
、
モ
リ
ス
と
接
触
す
る
ヴ
ァ
イ
テ

ッ
ク
社
の
社
員
に
地
裁
の
差
止
命
令
を
回
覧
す

る
こ
と
を
内
容
と
す
る
バ
ク
ス
タ
ー
社
に
よ
る

判
決
修
正
の
申
立
も
認
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
地
裁
判
決
に
は
、
①
モ
リ
ス
が
ヴ
ァ
イ
テ

ッ
ク
社
と
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
の
禁
止

を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
②
競
業
避
止
特
約
の
強

行
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
等
の
点
に
つ
き
地
裁

の
判
断
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
．
ハ
ク
ス
タ
ー

社
に
よ
り
上
訴
さ
れ
た
の
が
、
本
件
で
あ
る
。

②
判
旨
（
原
審
認
容
）

①
地
裁
は
、
モ
リ
ス
が
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン

社
の
営
業
秘
密
を
取
得
し
て
い
る
と
認
定
し
つ

つ
も
、
⑩
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
は
モ
リ
ス
に
営
業

秘
密
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い

こ
と
、
②
本
件
産
業
で
は
営
業
秘
密
を
開
示
さ

せ
ず
に
被
用
者
の
引
抜
を
す
る
の
が
一
般
で
あ

る
こ
と
、
③
モ
リ
ス
は
元
勤
務
し
て
い
た
会
社

の
営
業
秘
密
を
開
示
せ
ず
に
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ

ン
社
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
、
側
ヴ
ァ
イ
テ
ッ

ク
社
が
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社
の
営
業
秘
密
を

そ
の
製
品
に
使
用
し
え
な
い
こ
と
、
と
い
う
事

実
認
定
に
も
と
づ
い
て
、
モ
リ
ス
が
ヴ
ァ
イ
テ

ッ
ク
社
で
の
勤
務
を
差
止
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

⑳
労い示裡旬困
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て
被
る
損
害
と
モ
リ
ス
が
就
労
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
が
被
る
損
害
と
を
利
益

術
量
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ

ン
社
が
モ
リ
ス
に
金
銭
的
補
横
を
し
た
と
し
て

も
、
地
裁
の
命
令
に
裁
量
権
の
濫
用
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
。

②
鱒
本
件
競
業
避
止
特
約
に
キ
ャ
ル
フ
ィ

ル
一
一
ア
州
法
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
地
裁
の
結

論
は
、
宛
朋
薗
（
⑪
目
、
具
（
瀞
８
且
）
。
［
○
○
円
国
冥

冥
研
讐
鬮
宮
電
（
喧
置
）
の
解
釈
を
誤
っ
た

も
の
で
あ
り
、
本
件
特
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
イ
リ
ノ
イ
州
法
が
適
用
さ
れ
る
。

⑧
イ
リ
ノ
イ
州
法
に
よ
れ
ば
、
雇
用
契
約

中
の
制
限
特
約
は
、
使
用
者
の
事
業
活
動
上
の

正
当
な
利
益
を
保
識
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理

的
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
の
み

強
行
き
れ
る
。
制
限
特
約
の
合
理
性
は
、
被
用

者
へ
の
不
利
益
を
も
営
む
当
事
者
へ
鰯
イ
ン
パ

ク
ト
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。

⑤
本
件
競
業
避
止
特
約
の
目
的
は
営
業
秘

密
の
保
繊
に
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

地
裁
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
モ
リ
ス
は
マ
イ
ク
ロ

ス
キ
ャ
ン
社
の
営
業
秘
密
を
開
示
せ
ず
に
ヴ
ァ

イ
テ
ッ
ク
社
に
勤
務
で
き
る
し
、
ま
た
モ
リ
ス

が
本
件
特
約
に
よ
っ
て
仕
事
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
一
年
間
に
つ
き
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社
に
よ

っ
て
サ
ラ
リ
ー
を
支
払
わ
れ
た
と
し
て
も
、
モ

リ
ス
は
不
当
な
不
利
益
を
被
る
こ
と
と
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
考

、
イ
リ
ノ
イ
州
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約

⑬
合
理
性
の
判
断
枠
組
み

イ
リ
ノ
イ
州
法
上
、
雇
用
契
約
に
附
随
し
て

締
結
さ
れ
る
競
業
避
止
特
約
は
、
被
用
者
が
適

瓢
に
就
く
た
め
の
移
動
の
自
由
を
阻
害
す
る
虞

が
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
営
業
制
限
に
該

当
し
、
し
か
も
交
渉
力
の
不
平
等
の
所
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
司
法
審
査
の
対
象
と
さ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効

性
の
当
否
を
評
価
す
る
た
め
の
司
法
審
査
基
準

と
し
て
採
用
さ
れ
て
き
た
の
が
合
理
性
基
準
で

あ
る
。
合
理
性
基
準
と
は
、
競
業
避
止
特
約
の

な
か
で
も
、
市
場
縫
済
社
会
の
機
軸
を
な
す
競

争
そ
れ
自
体
を
抑
止
す
べ
く
機
能
す
る
特
約
を

無
効
と
し
、
被
用
者
の
移
動
の
自
由
を
阻
害
す

る
虞
が
な
く
、
使
用
者
の
事
業
活
動
上
の
利
益

を
被
用
者
の
不
正
な
競
争
か
ら
保
態
す
る
合
理

慮
し
た
利
益
衡
量
の
結
果
と
し
て
、
地
裁
は
、

本
件
事
実
関
係
の
も
と
で
合
理
的
と
思
わ
れ
る

命
令
を
発
し
、
本
件
競
業
避
止
特
約
の
強
行
を

否
認
し
た
。
本
裁
判
所
は
、
モ
リ
ス
が
マ
イ
ク

ロ
ス
キ
ャ
ン
社
で
取
得
し
た
機
密
情
報
の
使
用

ま
た
は
開
示
を
禁
止
す
る
地
裁
の
命
令
は
、
パ

ク
ス
タ
ー
社
を
適
切
に
保
護
し
て
お
り
、
従
っ

て
、
本
件
競
業
避
止
特
約
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
法

上
、
広
汎
、
不
合
理
、
過
負
担
、
不
必
要
な
も

の
と
し
て
強
行
し
え
な
蝿
と
判
断
す
る
。

３
｜
解
覗

的
な
も
の
に
限
っ
て
、
そ
の
有
効
性
を
肯
定
す

る
た
め
の
法
的
判
断
枠
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
は
、
①
使

用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
誠
す
る
た
め
の
必
要

性
を
超
え
て
い
な
い
か
否
か
、
②
使
用
者
の
正

当
な
利
益
を
保
談
す
る
必
要
性
が
被
用
者
の
被

る
不
利
益
に
優
越
し
て
い
な
い
か
否
か
、
③
使

用
者
鰯
正
当
な
利
益
を
保
誼
す
る
必
要
性
が
一

般
公
衆
の
被
る
不
利
益
に
優
越
し
て
い
薮
い
か

否
か
、
と
い
う
判
断
基
準
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
法
に
お
い
て
、

使
用
者
の
正
当
な
利
益
と
し
て
判
例
法
上
確
立

し
て
い
る
の
は
、
営
業
秘
密
、
営
業
秘
密
以
外

の
機
密
情
報
、
半
恒
久
的
顧
客
関
係
（
忌
貰
‐

ロ
の
目
目
の
員
２
，
８
日
寓
旦
農
Ｃ
ご
⑩
匡
冨
）
で

あ
る
。

②
バ
ク
ス
タ
ー
事
件
に
お
時
ろ
合
理
性
基
準

の
具
体
的
適
用

判
旨
は
、
本
件
事
案
に
イ
リ
ノ
イ
州
法
上
の

合
理
性
評
価
の
判
断
基
準
の
具
体
的
適
用
を
試

み
て
い
る
。
ま
ず
、
前
記
①
に
関
し
て
は
、
本

件
特
約
が
使
用
者
の
正
当
な
利
益
で
あ
る
営
業

秘
密
の
保
該
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
モ

リ
ス
が
営
業
秘
密
を
取
得
し
た
こ
と
を
認
い
て

い
る
。
し
か
し
、
判
旨
で
は
、
地
裁
の
②
に
関

す
る
利
益
衡
量
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
差
止
命
令

と
を
認
容
し
て
、
次
の
三
点
か
ら
本
件
特
約
は

合
理
的
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
モ
リ
ス
が
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社

の
営
業
秘
密
を
開
示
せ
ず
に
勤
務
し
う
る
こ
と
、

第
二
に
モ
リ
ス
が
本
件
特
約
に
よ
っ
て
勤
務
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
一
年
間
、
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ

ン
社
が
サ
ラ
リ
ー
を
支
払
っ
率
と
し
て
も
、
モ

リ
ス
は
不
当
な
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
こ
と
、

第
三
に
機
密
情
報
の
使
用
ま
た
は
開
示
を
禁
止

す
る
地
裁
の
差
止
命
令
が
パ
ク
ス
タ
ー
社
を
適

切
に
保
識
し
て
い
愚
こ
と
、
で
あ
る
。

地
裁
で
の
利
益
衡
量
の
焦
点
は
、
モ
リ
ス
が

ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
で
勘
務
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ン
社
の
被
る
不
利
益
と
モ
リ

ス
が
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
で
勤
務
し
え
な
い
こ
と

の
不
利
益
を
ど
釣
よ
う
に
調
整
す
る
か
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
地
裁
の
差
止
命
令
の
決
め
手
と

な
っ
た
の
は
、
モ
リ
ス
が
ヴ
ァ
イ
テ
ッ
ク
社
で

勤
務
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
営
業
秘
密
の
使
用
ま

た
は
開
示
の
虞
か
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
点
、
第
八
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
本
件

と
ほ
ぼ
同
様
の
事
案
で
あ
る
モ
ダ
ン
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ズ
事
件
判
決
（
量
目
日
ロ
の
目
吋
。
］
”
』

旨
ｎ
．
蜀
・
鈩
巨
伜
扇
且
蝉
嵐
騨
、
認
可
・
圏
愚
霞

（
忌
麗
）
）
に
お
い
て
、
「
前
被
用
者
が
同
一
鐘

仕
事
に
従
事
す
る
と
き
に
、
前
使
用
者
の
と
こ

ろ
で
在
職
中
に
取
得
し
た
機
密
情
報
を
利
用
し

燕
い
と
期
待
す
る
こ
と
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
い

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
よ
う
な

認
認
に
地
裁
が
立
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
件

に
お
け
る
利
益
衡
量
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の

鰯
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と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
前
被
用
者

に
よ
る
営
業
秘
密
の
使
用
ま
た
は
開
示
の
不
可

避
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
第
一
に
新
使
用
者
の
技
術
力
が

劣
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
前
使
用
者
の
新
し

い
技
術
が
新
使
用
者
の
事
業
活
動
や
製
品
の
開

発
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
（
欝
冨
］
ロ
且

鱒
周
爾
自
画
目
］
・
潟
ｍ
ｚ
Ｃ
ｐ
８
昌
口
且
匝
目

肝
騨
鼠
醒
中
・
富
［
←
〕
〔
』
］
算
、
‐
篭
（
屠
害
）
）

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
を
前
使
用
者
が
一
年
間
支

払
っ
た
と
し
て
も
、
前
被
用
者
は
不
当
な
不
利

益
を
被
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
判
断
も
、
前

被
用
者
が
実
際
に
前
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
使

用
ま
た
は
開
示
せ
ず
に
勤
務
し
て
お
り
、
励
務

し
う
る
こ
と
が
決
め
手
と
な
っ
た
利
益
術
赴
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
利
益
術
量
に
も
と
づ
い
て
出
き
れ

た
地
裁
の
差
止
命
令
を
、
判
旨
は
前
使
用
者
を

「
適
切
に
保
餓
し
て
い
る
」
と
し
た
わ
け
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
退
耽
後
の
被
用
者
が
適
職
に

就
く
た
め
の
移
動
の
自
由
へ
の
競
業
避
止
特
絢

に
よ
愚
制
限
は
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
識

す
る
た
め
の
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
意
味
で
は
、
判
旨
は
イ
リ
ノ
イ
州

に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
の
判
断
基

準
に
従
っ
た
も
い
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

営
業
秘
密
の
保
餓
を
目
的
と
す
る
競
業
避
止
特

約
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
の
裁
判

例
の
な
か
に
は
、
事
実
瀞
裁
判
所
の
差
止
命
令

が
前
使
用
者
を
「
適
切
に
係
議
し
て
い
る
」
と

し
て
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
否
定
し
た
先

例
は
存
在
し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
利
益
衡

量
に
も
と
づ
く
差
止
命
令
鰯
認
否
に
関
す
愚
裁

量
権
は
事
実
審
裁
判
所
に
あ
り
、
上
訴
裁
判
所

は
、
明
白
な
法
令
の
解
釈
。
適
用
の
誤
り
ま
た

は
裁
量
権
の
濫
用
が
存
在
し
薫
い
か
ぎ
り
発
給

さ
れ
た
差
止
命
令
に
介
入
し
え
な
蝿
と
い
う

の
も
イ
リ
ノ
イ
州
裁
判
所
お
よ
び
第
八
巡
回
控

訴
裁
判
所
の
先
例
で
あ
る
。
ま
た
、
合
理
的
な

競
業
避
止
特
約
が
存
在
し
な
い
限
り
、
将
来
の

他
社
へ
の
勤
務
そ
れ
自
体
を
禁
止
し
え
な
い
と

い
う
の
も
、
そ
め
先
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
判
旨
が
イ
リ

ノ
イ
州
の
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
評
価
を
め

ぐ
る
先
例
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
は
、

に
お
か
に
遮
断
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
競
業
避
止
特
約
に
も
と
づ
く
差
止

命
令
よ
り
も
制
限
的
で
な
い
差
止
命
令
が
前
使

用
者
を
適
切
に
保
談
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
を
否
定
す
る
こ

と
の
当
否
は
、
今
後
の
裁
判
例
の
発
展
を
待
つ

ほ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鰯
バ
ク
ス
タ
ー
事
件
判
決
の
影
櫻

パ
ク
ス
タ
ー
事
件
判
決
が
先
例
と
し
て
将
来

の
事
件
に
適
用
き
れ
る
場
合
、
被
用
者
が
同
業

他
社
に
転
職
し
、
同
種
ま
た
は
同
一
の
仕
事
に

就
い
た
と
し
て
も
、
営
業
秘
密
の
使
用
ま
た
は

開
示
を
禁
止
す
愚
た
め
に
競
紫
雌
止
特
約
よ
り

も
制
限
的
で
な
い
方
法
が
存
在
す
る
と
葛
に
懲
・

競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
余
地

は
、
ほ
ぼ
あ
り
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
衡
平
法
上
の
利
益
術
量
は
、
個
別
事
案

ご
と
に
鞍
き
れ
る
こ
と
か
ら
、
営
業
秘
密
の
使

用
ま
た
は
開
示
”
不
可
避
性
が
認
釣
ら
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
そ
う
で
あ
る
に
せ
よ
、

競
業
避
止
特
約
釣
合
理
性
の
決
め
手
は
、
営
業

秘
密
の
使
用
ま
た
は
開
示
の
不
可
避
性
鰯
存
否

に
あ
り
、
使
用
者
に
と
っ
て
営
業
秘
密
の
存
否

や
そ
の
使
用
ま
た
は
開
示
の
瞬
鰯
立
証
が
困
難

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
す

る
使
用
者
側
の
必
要
性
は
法
的
に
無
視
ざ
れ
た

こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
競
業
避
止
特
約

以
外
の
法
的
手
段
に
よ
っ
て
使
用
者
の
営
業
秘

密
が
適
切
に
保
灘
き
れ
う
る
釣
か
と
と
も
に
、

そ
も
そ
も
競
業
避
止
特
約
の
議
論
は
何
か
を
改

め
て
間
う
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
被
用
者
を
引
き
抜
く
こ
と
の
ほ
う

が
、
自
ら
の
投
資
で
も
っ
て
営
業
上
ま
た
は
技

術
上
の
情
報
を
開
発
す
る
こ
と
よ
り
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
い
う
法
的
。
社
会
的
状
況
が
生
み

出
苔
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ

ろ
う
。

（
注
）
色
の
点
に
つ
い
て
少
し
蚊
街
し
て
お
く

と
、
①
で
は
、
営
業
秘
密
の
存
在
と
そ
の
使

用
ま
た
は
そ
の
使
用
の
輿
の
立
証
責
任
を
使

用
者
が
負
う
の
に
対
し
て
、
②
と
③
で
は
、

被
用
者
が
営
業
秘
密
と
機
密
愉
報
に
ア
ク
セ

ス
し
う
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る

こ
と
で
足
り
る
。
ま
た
、
②
と
③
巻
対
照
す

る
と
、
第
一
に
、
②
鋤
使
用
者
の
保
誠
法
益

が
営
業
秘
密
と
機
密
悩
報
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
③
で
は
そ
れ
ら
仁
顧
客
の
維
持
・
確
保

が
加
わ
り
、
使
用
者
の
保
泄
法
益
の
範
囲
が

広
が
る
こ
と
、
躯
二
に
、
②
は
営
業
秘
密
や

機
密
捌
報
の
使
用
ま
た
は
開
示
を
禁
止
す
る

の
に
対
し
て
、
③
は
醜
業
的
収
業
に
就
く
こ

と
そ
れ
自
体
を
禁
止
し
う
る
こ
と
、
熊
三
に
．

②
と
③
の
合
理
性
評
価
は
ほ
ぼ
同
じ
基
準
で

判
断
塔
れ
、
第
二
点
と
の
関
連
か
ら
②
勿
方

が
被
用
者
へ
の
不
利
益
”
程
度
が
小
さ
く
、

合
理
性
は
肯
定
さ
れ
や
す
い
が
、
営
業
秘
密

や
機
密
悩
報
が
窓
図
的
に
コ
ピ
ー
さ
れ
た
り
。

記
億
き
れ
た
と
い
う
場
合
を
除
い
て
、
そ
の

恢
用
ま
た
は
開
示
の
虞
の
立
証
は
雌
し
く
、

事
後
的
救
済
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
鰯
に
対

し
て
、
③
は
競
雛
的
耽
業
に
就
く
こ
と
自
体

を
禁
止
し
う
る
こ
と
か
ら
、
特
約
違
反
鋤
立

証
、
あ
る
い
は
そ
の
運
営
が
容
易
で
あ
る
こ

と
、
等
が
両
者
の
主
た
る
相
違
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
迎
由
か
ら
、
競
業

避
止
特
約
が
使
用
者
の
事
業
活
血
上
の
正
当

な
利
益
、
特
に
営
瀧
秘
密
や
機
密
情
報
を
保

餓
す
る
た
め
の
法
的
手
段
と
し
て
使
用
き
れ

る
の
が
一
般
と
な
っ
て
い
る
。

③
労個法津旬職
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